
令
和
５
年
10

月
15

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
た
大
樟
会

東
播
磨
支
部
の
11
回
目

の
支
部
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

（
←
集
合
写
真
）

令
和
元
年
に
発
症
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

考
慮
し
て
、
令
和
４
年

ま
で
制
限
付
き
開
催
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
大

学
関
係
者
や
大
樟
会
事

務
局
関
係
者
、
神
戸
、

明
石
、
淡
路
島
な
ど
交

流
他
支
部
の
方
々
も
出

席
し
て
、
コ
ロ
ナ
発
症

以
前
同
様
に
盛
大
に
開

催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
学

か
ら
崎
田
洋
一
顧
問
、

大
樟
会
事
務
局
か
ら
角

脇
忠
行
会
長
、
與
世
田

正
雄
組
織
部
長(

現
副
会

長)

、
角
庵
勝
巳
事
務
局

長
の
３
名
、
交
流
他
支

部
か
ら
、
神
戸
支
部
の

城
内
喜
博
副
支
部
長
、

明
石
支
部
の
池
上
照
夫

支
部
長
、
淡
島
市
支
部

の
喜
田
憲
康
支
部
長
と

坂
口
壽
一
役
員
の
２
名

の
来
賓
総
勢
８
名
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

←
崎
田
洋
一
顧
問)

東
播
磨
支
部
会
員
は
役

員
７
名
と
一
般
会
員
４

名
の
支
部
会
員
総
勢
11

名
の
総
勢
19
名
の
出
席

と
な
り
ま
し
た
。
支
部

会
員
は
平
成
23
年
再
建

後
初
め
て
の
方
々
が
２

名
出
席
さ
れ
て
、
徐
々

に
で
す
が
新
し
い
息
吹

き
を
感
じ
ま
し
た
。

冒
頭
に
宮
﨑
善
人
東

播
磨
支
部
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
物
故
者(

2
0
2
3

年
度
に
亡
く
な
ら
れ
た

支
部
会
員)

に
対
し
て
黙

祷
し
ま
し
た
。

(

←
宮
﨑
善
人
東
播
磨
支

部
長)総

会
は
第
一
号
議
案

の
令
和
４
年
の
活
動
報

告
、
第
二
号
議
案
の
会

計
報
告
、
第
三
号
議
案

の
令
和
５
年
の
活
動
計

画
案
、
令
和
５
年
度
収

支
予
算
案
、
第
四
号
議

案
の
役
員
改
選
、
第
五

号
議
案
の
会
則
変
更
な

ど
の
議
案
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
来
賓

の
方
々
に
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
崎
田
洋

一
顧
問
か
ら
は
大
学
の

現
状
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

←
角
脇
忠
行
大
樟
会
会

長)

(

←
與
世
田
正
雄
大
樟
会

組
織
部
長)

(

←
角
庵
勝
巳
大
樟
会
事

務
局
長)

(

←
城
内
喜
博
神
戸
支
部

副
支
部
長)

(

←
池
上
照
夫
明
石
支
部

支
部
長)
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発行所

大阪経済大学

同窓会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

宮崎善人

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

新型コロナ発症以来４年振りにフリー開催

令
和
６
年
10

月
20

日

（
日
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
平
成
23
年
再
建

12
回
目
の
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、

山
本
俊
一
郎
学
長
に
来

加
し
て
い
た
だ
い
て
挨

拶
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
に
続
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

ず
に
大
学
講
師
や
大
樟

会
事
務
局
、
交
流
他
支

部
も
出
席
し
て
の
開
催

予
定
で
す
。

場
所
：
東
京
田
村
加
古

川
店
（
加
古
川
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
４
階
）

時
間=

10
：
00
受
付

10
：
30
総
会
・
講
演
会

12
：
00
懇
親
会

14
：
30
終
了

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
支
部
活
動
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
13
号
は
、
東
播
磨

支
部
支
部
長
の
宮
﨑

（
43
回
卒
）
が
グ
ル
メ

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
、
「
加
古
川
パ

ス
タ
」
に
つ
い
て
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

デ
ュ
ラ
ム
小
麦
品
種

「
セ
ト
デ
ュ
ー
ル
」
を1

0
0

％
使
用
し
、
オ
ー
マ

イ
㈱
加
古
川
工
場
で
パ

ス
タ
に
加
工
し
た
、
ま

さ
に
加
古
川
生
ま
れ
の

純
国
産
パ
ス
タ
で
す
。

昨
年
の
支
部
総
会
に
出

席
来
賓
の
方
々
の
お
土

産
に
し
ま
し
た
。
ご
賞

味
を
。
（
←
商
品
画
像

〉

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
13
号
は
、
「
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

東播磨支部再建１１回目の支部総会開催！

再
建
12
回
目
支
部
総
会
開
催
の
ご
案
内

加古川プラザホテル



(

←
喜
田
憲
康
淡
路
島
支

部
支
部
長)

(

←
坂
口
壽
一
淡
路
島
支

部
役
員)

集
合
写
真
を
撮
影
後
、

懇
親
会
に
入
り
東
京
田

村
の
秋
の
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
36
回

卒
江
口
さ
ん
の
能
「
熊

野
」
が
披
露
さ
れ
て
盛

り
上
が
り
、
途
中
、
出

席
支
部
会
員
の
自
己
紹

介
や
現
状
報
告
な
ど
を

行
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
深
ま
り
ま
し
た
。

最
後
に
36
回
卒
応
援
団

OB
江
口
さ
ん
の
演
舞
で

学
歌
を
、
37
回
卒
応
援

団
OB
福
田
さ
ん(

前
支
部

長
・
現
東
播
磨
支
部
監

査
役)

の
演
舞
で
逍
遙
歌

を
斉
唱
し
、
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
支
部
会
員

の
参
加
は
少
人
数
な
が

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
交
流
が
深
ま
っ
た

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

(

←
36
回
卒
江
口
さ
ん
能)

(

←
36
回
卒
江
口
さ
ん
演

舞)

(

←
37
回
卒
福
田
監
査
役

の
演
舞)

●
大
樟
会
事
務
局
か
ら
、

大
樟
会
の
ご
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
出
席
者

に
参
加
賞
の
ノ
ー
ト
や

祝
電
を
送
っ
て
く
だ
さ

り
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
関
西
六

大
学
野
球
観
戦
は
５
月

３
日
（
金
）
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
最
中
に

昨
年
と
同
カ
ー
ド
の
VS

大
院
大
（
わ
か
さ
ス
タ

ジ
ア
ム
＝
西
京
極
野
球

場
）
に
東
播
磨
支
部
会

員
５
名
で
応
援
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

観
戦
当
日
は
五
月
晴

れ
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の

観
戦
日
和
と
な
り
ま
し

た
。結

果
は
11
対
２
で
完

勝
し
、
翌
日
も
完
勝
し

て
勝
ち
点
を
ゲ
ッ
ト
し
、

優
勝
に
望
み
を
繋
ぎ
ま

し
た
。
が
第
４
節
の
京

産
大
に
負
け
て
勝
ち
点

を
落
と
し
、
優
勝
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

終
節
の
優
勝
し
た
大
商

大
戦
に
連
勝
し
て
勝
ち

点
を
ゲ
ッ
ト
で
き
た
の

で
、
秋
の
リ
ー
グ
戦
に

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

当
日
は
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
と
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
の
合
体
応
援
で
華

や
か
な
応
援
で
し
た
。

野
球
観
戦
後
、
わ
か

さ
ス
タ
ジ
ア
ム
近
郊
の

壬
生
寺
を
訪
問
し
ま
し

た
。壬

生
寺
は
、
お
地
蔵

さ
ん
の
お
寺
、
壬
生
狂

言
と
新
選
組
ゆ
か
り
の

お
寺
と
し
て
有
名
で
す
。

鑑
真
和
尚
ゆ
か
り
の
律

宗
・
壬
生
寺
は
、
正
暦

二
年(

九
九
一)

に
創
建

さ
れ
、
多
数
の
地
蔵
菩

薩
を
祀
っ
て
い
る
。

(

←
本
堂
正
面)

(

←
案
内
板)

幕
末
の
志
士
・
新
選
組

の
駐
屯
地
は
、
京
都
・

壬
生
に
あ
り
、
壬
生
寺

は
、
新
選
組
隊
士
の
訓

練
場
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
有
名
で

す
。
本
堂
内
は
撮
影
不

可
で
し
た
が
、
荘
厳
で

し
た
。

(

←
お
土
産
物
販
売
店
前)

(

←
名
勝
庭
園)

新
年
度
定
例
役
員
会

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(

２
０
２
４
年)

①
３
月
16
日
（
土
）

②
５
月
18
日
（
土
）

③
８
月
17
日
（
土
）

④
10
月
13
日
（
日
）

【
注
】
大
樟
会
事
務
局

の
意
向
に
よ
り
、
会
計

年
度
が
２
０
２
４
年
度

か
ら
４
月
～
３
月
に
統

一
さ
れ
ま
す
。
役
員
会

を
基
本
的
に
第
三
土
曜

日
に
変
更
し
ま
し
た
。

５
月
第
三
土
曜
日
は
前

年
度
会
計
報
告
承
認
役

員
会
と
し
ま
し
た
。
支

部
総
会
は
例
年
毎
年
10

月
第
四
日
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
度
よ
り
第
三
日
曜
日

に
し
ま
し
た
。
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毎
年
恒
例
の

関
西
六
大
学

野
球
観
戦

関
西
六
大
学

野
球
観
戦
後

京
都
観
光



①
回
卒
：
昭
和
56
年

（
１
９
８
１
年
）
47
回

卒②
住
所
：
加
古
川
市

③
電
話
番
号
：

④
職
業
：
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー

⑤
趣
味
：
旅
行

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
大
学
に
入
学
し
た
の

は
昭
和
53(

１
９
７
８)

年
で
し
た
。
ど
こ
か
ク

ラ
ブ
に
入
ろ
う
と
思
い
、

当
初
は
映
画
研
究
部
に

入
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

同
じ
高
校
の
同
級
生
と

一
緒
に
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
ク
ラ
ブ
の
話
を
聞
く

だ
け
の
つ
も
り
が
、
何

と
な
く
そ
の
ま
ま
入
部

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に

宿
泊
し
な
が
ら
各
地
を

旅
行
す
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
に
は
宿
泊
す
る

こ
と
な
く
、
テ
ン
ト
を

か
つ
い
で
、
自
炊
し
な

が
ら
登
山
す
る
ク
ラ
ブ

で
し
た
。
夏
合
宿
、
４

時
に
起
床
し
自
分
た
ち

で
朝
食
を
作
り
、
テ
ン

ト
を
片
付
け
６
時
出
発

し
、
15
時
に
は
次
の
野

営
地
に
到
着
、
ま
た
、

テ
ン
ト
を
設
営
し
夕
食

を
作
り
20
時
に
は
就
寝

す
る
繰
り
返
し
で
し
た
。

１
回
生
の
時
は
ク
ラ
ブ

に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
た
だ
ひ
た
す

ら
に
し
ん
ど
い
ク
ラ
ブ

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
頂

上
に
着
い
た
時
に
自
分

た
ち
が
歩
い
て
き
た
ル
ー

ト
を
眺
め
る
と
、
よ
く

こ
こ
ま
で
自
分
た
ち
が

歩
い
た
も
の
だ
な
と
思

い
達
成
感
の
よ
う
な
感

覚
が
あ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

(

←
尾
瀬
に
て
、
左
上
が
石
原
さ
ん)

だ
ん
だ
ん
と
登
山
に

も
慣
れ
て
く
る
と
、
野

鳥
の
さ
え
ず
り
、
小
さ

な
清
流
の
流
れ
る
音
、

風
の
音
、
深
緑
の
香
り

が
心
地
よ
く
、
体
は
し

ん
ど
い
が
、
気
持
ち
は

爽
や
か
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
て
い
る
自
分
が
い

ま
し
た
。
特
に
中
央
ア

ル
プ
ス
に
登
っ
た
時
に

は
、
朝
に
気
温
が
４
℃

で
昼
間
が
25
℃
に
な
り
、

紫
外
線
が
強
い
こ
と
も

あ
り
顔
の
皮
ボ
ロ
ボ
ロ

に
む
け
ま
し
た
。
頂
上

か
ら
の
景
色
は
素
晴
ら

し
く
、
ま
さ
に
絶
景
で
、

物
凄
い
感
動
に
包
ま
れ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

(

←
中
央
ア
ル
プ
ス
に
て

左

か
ら
二
人
目
が
石
原
さ
ん)

野
営
地
で
は
水
は
貴

重
で
、

炊
事

場
に

は

「
顔
を
洗
わ
な
い
よ
う

に
」
「
野
菜
を
洗
わ
な

い
よ
う
に
」
「
お
米
を

洗
わ
な
い
よ
う
に
」
の

張
り
紙
が
あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
日
本
ア
ル
プ
ス

は
違
う
な
と
思
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

最
初
は
山
に
登
る
の

が
好
き
に
な
れ
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
ク
ラ
ブ

に
熱
中
す
る
気
持
ち
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
ク
ラ
ブ

ボ
ッ
ク
ス
に
行
く
日
が

続
き
、
ク
ラ
ブ
に
熱
中

す
る
大
学
生
活
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

⑦
近
況
報
告

旅
行
が
好
き
な
こ
と

も
あ
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
で

き
た
お
か
げ
で
近
場
の

海
外
に
安
く
行
け
る
よ

う
に
な
り
、
現
地
の
日

帰
り
ツ
ア
ー
に
も
参
加

し
な
が
ら
、
１
年
に
一

度
５
万
円
程
度
の
一
人

旅
を
楽
し
み
に
人
生
を

歩
ん
で
い
ま
し
た
。

(

←
２
０
１
８
年
ベ
ト
ナ

ム
・
フ
エ)

(

←
２
０
２
３
年
マ
カ
オ)

(

←
２
０
２
４
年
ベ
ト
ナ
ム
・

ハ
ノ
イ

バ
ロ
ン
湾)

と
こ
ろ
が
、
今
か
ら

４
年
前
に
大
病
を
患
い
、

２
回
の
大
き
な
手
術
、

そ
の
後
抗
が
ん
剤
治
療

を
す
る
予
定
が
体
重
減

少
も
あ
り
、
免
疫
治
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
副
作
用
も
あ

り
、
辛
い
日
々
が
２
年

余
り

続
き

ま
し
た

。

「
自
分
の
体
が
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
不
安
に
心
が
押
し
潰

さ
れ
そ
う
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
年
が
経

過
し
た
頃
よ
り
、
段
々

と
外
出
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
支
部
活
動
に
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
、

大
学
の
ク
ラ
ブ
の
同
期

か
ら
連
絡
が
あ
り
、LINE

を
通
じ
て
同
期
７
名
と

近
況
報
告
を
し
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
と
40
数

年
振
り
に
会
う
こ
と
に

な
り
、
昨
年
に
城
崎
温

泉
、
今
年
は
伊
勢
に
旅

行
し
ま
し
た
。

(

←
２
０
２
３
年
城
崎
温
泉)

(

←
２
０
２
４
年
伊
勢)

皆
さ
ん
年
を
取
っ
て

も
前
向
き
に
人
生
を
送
っ

て
、
話
し
始
め
た
途
端

に
懐
か
し
い
声
や
変
わ

ら
な
い
雰
囲
気
か
ら
、

ど
ん
ど
ん
蘇
っ
て
く
る

思
い
出
の
数
々
、
す
ぐ

に
ク
ラ
ブ
の
合
宿
に
花

が
咲
き
、
深
夜
ま
で
尽

き
る
こ
と
な
く
、
ま
る

で
青
春
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

感
じ
で
し
た
。
大
学
の

校
舎
、
食
堂
、
ク
ラ
ブ

ボ
ッ
ク
ス
、
授
業
、
ゼ

ミ
の
話
に
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
卒
業
し
て
か

ら
の
同
期
の
重
ね
た
歴

史
を
聞
き
な
が
ら
、
楽

し
く
、
そ
し
て
い
つ
の

間
に
か
元
気
に
な
っ
て

い
く
自
分
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
手
術
前

の
体
に
戻
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
免
疫
治
療

の
副
作
用
で
末
梢
神
経

に
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ

が
あ
り
、
関
節
、
眼
、

耳
に
い
ろ
ん
な
不
都
合

が
あ
り
、
食
事
及
び
行

動
制
限
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
し

で
も
健
康
に
気
を
つ
け

な
ら
が
、
病
と
向
き
合

い
、
無
理
せ
ず
に
ボ
チ

ボ
チ
と
前
を
向
い
て
歩

ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

⑧
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て
東
播
磨
支
部
の
今
後

に
つ
い
て
参
考
に
な
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

少
し
お
付
き
合
い
く
だ
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さ
い
。

私
は
同
窓
会
、
高
校
、

大
学
の
友
人
か
ら
の
誘

い
は
、
家
族
で
行
動
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
、
何
と
な
く
避
け
て

い
ま
し
た
。
や
が
て
子

供
も
成
長
し
、
学
校
の

友
人
と
行
動
す
る
よ
う

に
な
り
、
家
内
も
友
人

と
一
緒
に
ラ
ン
チ
会
な

ど
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
一
人
で
行

動
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
こ
の
ま
ま
定
年
を

迎
え
る
と
孤
独
に
な
り

そ
う

な
気

が
し

て
、

「
こ
の
ま
で
は
、
ま
ず

い
」
と
気
付
き
ま
し
た

が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
。

世
の
中
に
は
陶
芸
教
室

に
通
っ
た
り
、
ダ
ン
ス

を
始
め
た
り
す
る
人
も

い
ま
す
が
、
私
に
は
向

い
て
い
な
い
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
大
樟
会
東

播
磨
支
部
再
興
の
案
内

状
が
届
き
、
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
支

部
活
動
に
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
、

同
窓
会
等
の
案
内
、
高

校
、
大
学
の
ク
ラ
ブ
か

ら
の
誘
い
は
、
で
き
る

だ
け
参
加
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
定
年

後
も
孤
独
感
な
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。

(

←
２
０
１
１
年
７
月
東
播

磨
支
部
再
興
役
員
会
・
後
列

左
か
ら
３
人
目
が
石
原
さ
ん)

皆
さ
ん
に
秋
の
支
部

総
会
の
案
内
状
が
届
い

た
ら
、
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
思
い
ま
す
が
、
是

非
と
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
懇
親
会
を
通
じ

て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
過
ご
し
方
の
ヒ
ン
ト

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
注
１
】
石
原
さ
ん
は
、

現
在
、
東
播
磨
支
部
会

計
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

【
注
２
】
今
回
か
ら
個

人
情
報
保
護
の
た
め
に

住
所
と
電
話
番
号
の
記

載
は
中
止
し
ま
し
た
。
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